
（令和７年度 第２回） 

 

長野県公共交通活性化協議会 上田地域別部会 次第 

日時：令和８年２月 16日（月）午後１時 30分～ 

場所：上田合同庁舎 ６階講堂 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ（会長） 

 

 

３ 委員紹介（名簿配布による） 

 

 

４ 議  事 

・長野県地域公共交通計画上田地域編の更新について 資料１、資料２ 

 

５ その他 

 ・令和 8年度事業について（交通政策局交通政策課） 

 

６ 閉  会 

 

 

 ----------------------------------------------------------------- 

○配布資料 

・委員名簿（出欠リスト） 

・資料１ 長野県地域公共交通計画上田地域編の更新について 

・資料２ 長野県地域公共交通計画上田地域編（更新案） 

・（参考）長野県公共交通活性化協議会地域別部会設置要領 

 



長野県地域公共交通計画の構成

地域公共交通を
取り巻く状況

・地域特性
・公共交通の整備
 状況
・県民の移動実態
・公共交通に係る
 情勢 等

①維持・運行に
関する課題

・ 担い手不足

・ 利用者の減少
・ 事業者の経営

悪化
・ 免許返納者の
    増加 等

②利便性向上に
関する課題

• キャッシュレス決
済導入の遅れ

• 情報提供環境
の整備・充実等

③脱炭素化に
   向けた課題
• 自家用車への

過度な依存
• 公共交通機関

の脱炭素化等

公共交通等リ・デザイン（再構築）方針（計画の基本方針等）

地域編（10広域圏ごとに作成）

（例）
○県内公共交通機関利用者数
R4：82,180千人 ⇒ R10：100,000千人

○県民一人当たりの公共交通利用回数
R4：40.6回 ⇒ R10：50回

○乗合バス事業者の運転手数 等
R5：1,313人 ⇒ R10：1,500人

◆目標設定の考え方：コロナ前水準までの回復
を目指す

指標・目標値

○地域特性、公共交通の現状・課題

○地域の交通ネットワーク（拠点と幹線等の設定）

○今後、さらに通院・通学・観光のアクセス確保、

品質保証の具体化に向けて検討

◆ 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（地域交通法）」に基づく地域公共交通計画として策定
◆ 行政や交通事業者などの関係者が共通の認識を持ち、一体となって取り組む具体的な施策、役割分担や推進体制等を示す
◆ 計画区域：長野県全域 、 計画期間：令和6年度～令和10年度

計画の位置づけ・
目的等

自家用車に頼らなくても大きな不便を感じずに誰もが安心して暮らせる持続可能な社会を実現する。特
に通院・通学等の日常生活における移動や観光地への円滑な移動が確保されている状態を目指す。

保証すべき移動 保証すべきサービスの品質（品質保証）

施策の方向性

１ 地域公共交通の担い手確保
２ 持続可能な地域公共交通ネットワークの構築
３ 利用しやすい地域公共交通の実現
４ 移動における脱炭素化の推進

品質保証を実現させるための具体的な目標や方策を10広域圏ごとに作成し、行政や交通事業者等の関係者が一
体となって品質保証の実現に向けて取り組む

①ダイヤ・便数
・通院…午前中に通院でき、午後の早い時間帯に帰宅できる
・通学…始業前に通学できる、授業終了後・課外活動終了後に帰宅できる
・観光…円滑な乗継ができるダイヤ設定＋十分な滞在時間が確保できる
②決済環境…全県の交通機関で交通系ICカードが整備されている
③情報提供…バス路線情報等を検索できる環境の整備＋最新情報の維持
④拠点整備…主要な交通結節点において、快適な待合が整備されている
⑤定時性確保…朝夕や降雪時等における渋滞対策等が講じられている

１ 地域公共交通の担い手の確保
・バス・タクシー運転手等の人材確保・育成の
取組に対する支援 等

２ 持続可能な地域公共交通ネットワークの構築
・地域鉄道路線の維持、安全性向上等
・県内高速バス路線の確保・充実
・広域的・幹線的なバス路線の維持・確保 等

３ 利用しやすい地域公共交通の実現
・キャッシュレス決済環境の整備推進
・公共交通情報のオープンデータ化の推進 等

４ 移動における脱炭素化の推進
・モビリティマネジメントの推進 等

施策・事業

現状と課題

本県を取り巻
く状況

佐久 上田 諏訪 上伊那 南信州

木曽 松本 北ア 長野 北信

公共交通等を利用して…
・通院…圏域の中核的な医療機

関に通院できる
・通学…圏域内の高校に通学できる
・観光…鉄道駅や宿泊施設から圏

域内の主要な観光地へ
アクセスできる

関係者間の役割分担の原則

地域公共交通ネットワークの構築

県

広域圏間や広域圏内（広域圏内の中心市町と周辺市町
村）をつなぐ広域的な移動手段（主要幹線、幹線）の維
持・確保（バス路線の運行費支援、地域鉄道路線に係る
関係者の話合いの場の設置、市町村のサポート 等）

市町村
隣接する市町村間や市町村内における移動手段（準幹線、
支線）の維持・確保、観光地へのアクセス確保

事業者
自主運行路線や行政から受託した路線における安全・安心
な運行、利用者ニーズを踏まえたサービスの向上

県民
公共交通の社会的意義を認識し、「乗って残す、乗って活か
す」という意識を持って、日常生活の中で積極的に公共交通
を利用する

モータリゼーションの進展や少子高齢化・人口減少の急速な進行を背景として、地域公共交通を民間事
業者の自助努力のみで維持していくことは困難な状況となっている。このため、官民連携のもと、行政の主
体的な関与により、「社会的共通資本」である地域公共交通の維持・発展、利便性の向上を図る。

①日常生活における自家用車から公共交通への利用転換
②通院・通学・観光に必要な移動の保証
③公共交通におけるサービスの品質保証

目指す
将来像

基本的
な方針

計画の
目標

●【広域高速交通軸（三大都市間連携）】
 [例：北陸新幹線、県外高速バス等]
交通事業者が主体となって維持・確保を図る。

●【主要幹線（隣接県連携、広域圏間連携）】
[例：鉄道、県内高速バス]
県が主体的に関与し、交通事業者や沿線市町村とも連携し
ながら維持・確保を図る。

●【幹線（圏域中心市町・周辺市町村間連携）】
[例：鉄道(別所線、上高地線)、バス(地域間幹線系統)]
県が主体的に関与しつつ、広域圏の中心市町村・沿線市町
村・交通事業者等と連携し、維持・確保を図る。

●【準幹線（市町村間連携軸）】［例：路線バス］
沿線市町村が主体的に維持・確保を図る。

●【支線（市町村内連携）】［例：路線バス、デマンド］
市町村が主体的に維持・確保を図る。
※観光地へのアクセスは観光事業者とも連携して確保を図る

資料１
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計画では、通院・通学・観光の移動を保証するとともに、保証すべきサービス（①ダ
イヤ・便数、②決済環境、③情報提供、④拠点整備、⑤定時性確保）を掲げている

掲げた保証すべきサービスは、最低限の品質

→ 地域ごとに必要なサービスの水準を議論し、品質保証を実現させるための
具体的な取組等を10広域圏ごとに地域編に取りまとめる必要

長野県地域公共交通計画地域編の更新について

保証すべき移動 保証すべきサービスの品質（品質保証）

①ダイヤ・便数
・通院…午前中に通院でき、午後の早い時間帯に帰宅できる
・通学…始業前に通学できる、授業終了後・課題活動終了後に帰宅できる
・観光…円滑な乗継ができるダイヤ設定＋十分な滞在時間が確保できる
②決済環境…全県の交通機関で交通系ICカードが整備されている
③情報提供…バス路線情報等を検索できる環境の整備＋最新情報の維持
④拠点整備…主要な交通結節点において、快適な待合が整備されている
⑤定時性確保…朝夕や降雪時等における渋滞対策等が講じられている

公共交通等を利用して…

・通院…圏域の中核的な医療機関に通院
できる

・通学…圏域内の高校に通学できる
・観光…鉄道駅や宿泊施設から圏域内の

主要な観光地へアクセスできる

現状の地域編

・地域特性
・地域公共交通の概況
・地域公共交通の課題

今後の地域編

（現状の地域編に以下を追加）

・拠点と軸の再設定
・保証すべき品質
・品質を保証するための具体的な取組
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上田地域の拠点一覧（R7.6.27第１回分科会での決定事項）

市町村
【交通結節点】

鉄道やバス等複数の公共交通機関の乗
り換え・乗り継ぎが可能な場所 等

【通院】
圏域の中核的な医療機関

（※１）

【通学】
全ての高校

（通信制を除く）

【観光】
県内の主な観光地

（※２）

上田市

【広域拠点・圏域拠点】
・上田駅

【地域拠点】
・大屋駅
・丸子駅
・真田自治センター入口
・下秋和車庫

・信州上田医療センター（420床）
・鹿教湯病院（475床）
・安藤病院（219床）
・丸子中央病院（199床）
・柳澤病院（98床）
・上田病院（72床）
・塩田病院（49床）
・上田花園病院（36床）

・上田千曲高校
・上田高校
・上田染谷丘高校
・上田東高校
・丸子修学館高校
・上田西高校

・上田城跡
・菅平高原（国際リゾートセンター）

・美ヶ原高原（道の駅美ヶ原高原）

・別所温泉

東御市
【地域拠点】
・田中駅

・東御市民病院（60床） ・東御清翔高校
・湯の丸高原（ビジターセンター）

・道の駅雷電くるみの里

長和町
【地域拠点】
・長和町役場（※3）

・国保依田窪病院（140床） - ・美ヶ原高原（山本小屋ふる里会館）

青木村
【地域拠点】
・青木バスターミナル

- - ・道の駅あおき

※１ 管内に所在する広域型病院及び地域型病院のうち、次のいずれかに該当する病院を設定。①地域包括ケア病棟（病室）を持っている
病院、②在宅療養支援病院の指定を受けている病院、③回復期リハ病棟を持っている病院、④療養病棟を持っている病院

※２ 令和５年観光地利用者統計調査（県観光スポーツ部）上位50位以内の観光地を設定。ただし各市町村に該当する観光地が無い場合、
当該市町村に所在する最も順位の高い観光地を設定。

※３ 長和町役場は現在交通結節点としての機能を有してないが、今後の発展や希望等も踏まえ交通結節点として設定
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上田地域の拠点一覧（R7.6.27第１回分科会での決定事項）

鹿教湯病院

菅平高原（国際リゾートセンター）

青木BT

上田西高等学校

上田千曲高等学校

上田高等学校

柳澤病院

丸子修学館高等学校

上田花園病院

信州上田医療センター

安藤病院
上田染谷丘高等学校

上田病院
上田東高等学校

上田駅

大屋駅

田中駅

上田城跡

東御市民病院

東御清翔高等学校

道の駅雷電くるみの里

丸子中央病院
塩田病院

別所温泉

依田窪病院

長和町役場

美ヶ原高原（道の駅美ヶ原高原）

美ヶ原高原（山本小屋ふる里館）

湯の丸高原（ビジターセンター）

道の駅あおき

【交通結節点】

市役所_上田地域

駅

バスターミナル

【生活拠点】

通学拠点

通院拠点

【観光拠点】

観光拠点

鉄道路線_上田地域

上田交通

しなの鉄道

次頁に拡大図

丸子駅

真田自治センター入口

下秋和車庫
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保証すべきサービスの品質について（R7.9.24第２回分科会での決定事項）

○上田地域では、地域で必要な通院・通学に係る確保すべきダイヤ、便数のサービス
の品質を、以下のとおり設定
（観光に係るダイヤ・便数、決済環境、情報提供、拠点整備、定時性確保の品質については別途議論）

保証すべき移動と品質

保証すべき移動

保証すべき品質（品質保証）

【通院】…午前の受付時間内に通院でき、受診後遅くとも午後５時までに帰宅できる

圏域内の各地区（小学校区単位）から、公共交通等（乗継含む）を利用して…
【通院】…圏域の中核的な医療機関に通院できる
【通学】…圏域内の高校に通学できる

【通学】…始業前に通学できる、授業終了後・課外活動終了後に帰宅できる

・行きは各医療機関における午前の受付時間内に到着でき、受診後遅くとも午後５時までに帰着で
きることを基準として、現状のダイヤの確認を進める。

・各高校の始業前に学校に到着でき、帰りは終業後ほどなく及び課外活動終了後を想定した複数の
便があることを基準として、現状のダイヤの確認を進める。

・上田地域では、圏域内の小学校区を基本単位とする各地区から、通院・通学それぞれの地域拠
点への接続について確認を行う。
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保証すべきサービスの品質について（R7.9.24第２回分科会での決定事項）

・高齢者が無理なく休まずに歩ける距離として設定した。（歩行速度60m/分で５分以内）
・なお、国土交通省「全国都市交通特性調査」（平成27年、地方都市圏）において「無理なく休
まずに歩ける距離」を300ｍ以上として回答した割合は、65歳以上で83％、75歳以上でも73％
である。

【通院】・・・バス停から300ｍ以内

・一般的な徒歩圏（歩行速度80ｍ/分で10分以内）として800ｍ以内と設定した。
・鉄道駅の場合、駐輪場の利用も可能なため、駅から自転車（速度200ｍ/分で10分以内）も利用
できることを想定し2,000ｍ以内と設定した。

【通学】・・・バス停から800ｍ以内又は鉄道駅から2,000ｍ以内

・運行日は、平日、土日祝とするが、休日については運休、減便を想定する。
・運行時間帯について、通学における課外活動の終了時刻を想定し20時までとした。
・運行本数は、日中概ね１時間に１便を想定し10往復/日とした。

【Ｂ】主要幹線及び【Ｃ】幹線 …平日、土日祝 概ね6～20時、10往復/日程度

【Ｄ】準幹線 …平日、土日祝 概ね6～18時、 ４往復/日程度
・運行日は、、平日、土日祝とするが、休日については運休、減便を想定する。
・運行時間帯については、現状のダイヤを勘案し18時までとして検討を行う。
・運行本数は、午前及び午後それぞれに複数の便が運行されることを想定し4往復/日とした。

【Ｅ】支線 …平日、土日祝 概ね7～18時、 ４往復/日程度

・運行内容については市町村において設定するものであるが、目安として上記のとおり設定する。

運行日・運行時間帯・運行本数

各拠点からバス停等までの距離（概ねの距離）

○下記を基本とするが、利用実態等を踏まえ路線ごとに個別設定する場合もあり。
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上田地域における軸の設定について（R7.12.15第３回分科会での決定事項）

路線種別 位置づけ 具体的な路線

【A】広域高速交通軸 三大都市圏と県内の広域拠点を接続 鉄道 ・北陸新幹線

【B】主要幹線 隣接県と県内や県内の広域拠点を接続 鉄道 ・しなの鉄道

【C】幹線
圏域拠点と周辺の市町村の地域拠点を
接続

鉄道
バス

・上田電鉄別所線
・青木線
・和田峠北線（長久保線）

【C】幹線
（同一市町村内地域間幹線）

圏域拠点と地域拠点を接続する路線の
うち、国補助の適用を受ける路線
（地域間幹線）※信州型適用外

バス

・鹿教湯線
・菅平高原線
・真田線
・真田自治センター入口線（傍陽線）

【D】準幹線 地域拠点と地域拠点を接続 バス
・中仙道線
・丸子線
・久保通線

【E】支線 地域拠点と目的施設を接続 バス

・信州上田医療センター線
・豊殿線
・塩田線
・西丸子線
・武石線
・祢津線
・上田市街地循環バス
・祢津・滋野線
・和線
・各市町村のデマンド交通

○ 通院・通学に係る移動保証の確認の際に利用した路線を以下のとおり分類し、拠点への軸として設定する。
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湯ノ丸高原

菅平高原

真田自治センター入口

上田西高校

大屋駅

東御市民病院

道の駅 雷電くるみの里丸子中央病院

塩田病院

別所温泉

鹿教湯病院

長和町役場

長和町内循環路線

青木バスターミナル

道の駅 あおき

下秋和車庫

上田千曲高等学校

信州上田医療センター

安藤病院

柳澤病院

上田病院

上田花園病院

上田高校

上田染谷丘高校

上田東高校

上田城跡

田中駅

東御清翔高校

丸子駅

丸子修学館高校

長和町役場

国保依田窪病院

美ヶ原高原

上田市内循環路線

青木村内循環路線

東御市内循環路線

凡 例

主要幹線

広域高速交通軸

幹線

広域拠点

圏域拠点

地域拠点

準幹線

市町村役場・支所

上田地域における軸の設定（R7.12.15第３回分科会での決定事項）
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路線の検証結果

【千曲バス】

・青木線

令和７年10月１日現在
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上田地域における幹線について（青木線）（第３回分科会において実施した路線の検証結果）

１ 通院・通学・観光における品質が保証されているか

◇通院：行き＝各医療機関の午前の受付時間内に到着 帰り＝受診後遅くとも17:00までに帰着

○ 沿線の交通結節点から各医療機関への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ また、沿線に所在する拠点（上田病院及び上田花園病院）について、圏域内各地区から行き・帰りともに所定時間内に接
続可能（詳細は「行ける・行けない表」の「上田病院」及び「上田花園病院」の列を参照）

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

【田】…田中駅
【丸】…丸子駅

青木バスターミナル方面から 下秋和車庫方面（鹿教湯線の利用（下線）も含む）から

行き 帰り

判定

行き 帰り

判定青木BT
発

拠点
到着

拠点
出発

青木BT
着

下秋和
車庫発

拠点
到着

拠点
出発

下秋和
車庫着

信州上田医療センター
（信州上田医療センター線【上】）

7:35 8:28 13:00 13:46 ○ 7:58 8:28 13:00 13:47 ○

鹿教湯病院（鹿教湯線【上】） 7:00 8:43 15:01 16:46 ○ 7:17 8:43 15:01 16:25 ○

安藤病院（市街地循環バス【上】） 7:35 8:38 13:29 14:46 ○ 7:58 8:38 13:47 14:47 ○

丸子中央病院（鹿教湯線【上】） 7:00 8:07 12:37 13:46 ○ 7:17 8:07 12:37 13:25 ○

柳澤病院（市街地循環バス【上】） 7:35 8:38 13:29 14:46 ○ 7:58 8:38 13:47 14:47 ○

上田病院（乗継なし） 8:00 8:35 13:10 13:46 ○ 7:58 8:10 12:34 12:47 ○

塩田病院（別所線【上】） 8:00 8:41 12:43 13:46 ○ 7:58 8:41 12:43 13:47 ○

上田花園病院（乗継なし） 8:00 8:39 13:04 13:46 ○ 7:58 8:04 12:37 12:47 ○

東御市民病院（注１）
（しなの鉄道【上】、デマンド交通【田】）

7:00 8:17 12:55 13:46 ○ 7:41 8:17 12:55 13:47 ○

国保依田窪病院
（長久保線【上】又は鹿教湯線
【上】+デマンド交通【丸】）

7:35 9:22 13:00 14:46 ○ 7:58 9:22 13:00 14:47 ○

※時刻の記載が太字のものは、行程の一部にデマンド交通の利用を含む
注１…東御市民病院に接続するデマンド交通「とうみレッツ号」は土日祝運休であるが、東御市民病院は土日祝休診のため支障なし
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上田地域における幹線について（青木線）

◇通学：登校＝各高校の始業前に到着
下校＝各高校の終業時間後ほどなく（16:00～17:00）及び課外活動後（17:00～18:30）の
複数の便があり、各地区（小学校区単位）へ帰着可能

○ 沿線の交通結節点から各高校への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ なお、沿線には上田千曲高校、上田高校、上田染谷丘高校、上田東高校が所在するが、青木線沿線以外の各地区から本路
線を利用しての通学は想定されない。（詳細は「行ける・行けない表」の各高校の列を参照）

◇観光：円滑な乗継ができるダイヤ設定＋十分な滞在時間が確保できる

路線沿線には地域拠点である「道の駅あおき」（村松バス停）が所在する。
行き帰りともに上田駅方面へ11便（土日祝）あり、十分な滞在時間を確保できると考えるが、円滑な乗継ができるダイヤ設

定等、今後別途検証する。

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

青木バスターミナル方面から 下秋和車庫方面（鹿教湯線の利用（下線）も含む）から

行き 帰り

判定

行き 帰り

判定青木BT
発

拠点
到着

拠点
出発

青木BT
着

下秋和
車庫発

拠点
到着

拠点
出発

下秋和
車庫着

上田千曲高校（乗継なし） 8:00 8:24
16:25
19:39

16:46
20:00

○ 7:27 7:54
16:22
19:02

16:47
19:27

○

上田高校（乗継なし） 7:35 8:08
16:10
19:24

16:46
20:00

○ 7:58 8:10
16:33
19:13

16:47
19:27

○

上田染谷丘高校（乗継なし） 7:35 8:10
16:07
19:21

16:46
20:00

○ 7:58 8:07
16:35
18:43

16:47
18:55

○

上田東高校（乗継なし） 7:35 8:08
16:15
19:29

16:46
20:00

○ 7:58 8:15
16:31
19:11

16:47
19:27

○

丸子修学館高校
（鹿教湯線【上】）

7:35 8:31
16:33
18:33

17:46
20:00

○ 7:41 8:31
16:33
19:43

17:25
20:35

○

上田西高校（しなの鉄道【上】） 7:35 8:39
16:25
18:21

17:46
20:00

○ (自転車のみで到達可能） -

東御清翔高校
（しなの鉄道【上】）

7:35 8:17
16:42
19:03

17:46
20:00

○ 7:41 8:17
16:42
19:38

17:57
20:35

○
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上田地域における幹線について（青木線）

２ 利用状況・実態を鑑みて適切な路線となっているか

◇現行路線の起点、経由地、終点が妥当か

起点は千曲バスの車両基地であり地域拠点でもある「下秋和車庫」であり、圏域拠点である上田駅を経由後、沿線に人口が
集中する県道77号線および国道143号線を通り、地域拠点である「青木バスターミナル」までを結ぶ路線となっており妥当
また、上田市及び青木村において、令和７年９月に地域公共交通利便増進実施計画を策定した際に運行ルートの確認を行っ

ており、利用実態に即したルートとなっている。

◇運行ダイヤ、便数、運行形態や車両のサイズが適切か

【運行ダイヤ・便数】
・通院・・・品質が保証されており妥当
・通学・・・品質が保証されており妥当
※ 上田市・青木村地域公共交通利便増進実施計画の策定に際し、平日日中１時間間隔でのパターンダイヤ化を実施
※ 現在青木方面への最終便は19:29上田駅発となっており、上田地域の品質保証（通学）で設定した基準は満たされてい
るが、課外活動終了後の帰宅便の利便性向上のため、20時台上田駅発の便が設定されることが望ましい。

【運行形態・車両のサイズ】
当該路線の平均乗車密度（令和６年度）は5.4人である。
千曲バスによる乗降人数の調査では、１日の最大乗車人数が48人（※）となっており、また朝夕を中心に概ね20人以上が乗

車している状況である。
上記に対し、本路線は現在中型バス（59人乗り）により運行されており、適切である。 ※ 平日、団体客等特殊事例を除く

◇複数の事業者が類似の路線を走行していないか
◇幹線同士又は幹線と準幹線や支線の一部が重複していないか

上田駅～房山間において千曲バスのその他路線（鹿教湯線、武石線、祢津線、室賀線）及び上田バスの路線と重複している。
地域公共交通利便増進実施計画を策定した際の見直しにより、祢津線を城跡公園前を通るルートに変更したが、その他の路

線については各方面から上田市内の各高校への通学に利用されているほか、市中心部の飲食店・商業施設等が集中するエリア
を運行するルートとなっているため、いずれの路線も必要と考えられる。

３ 路線同士が競合していないか
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路線の検証結果

【千曲バス】
・鹿教湯線

令和７年10月１日現在

13



上田地域における幹線について（鹿教湯線）

１ 通院・通学・観光における品質が保証されているか

◇通院：行き＝各医療機関の午前の受付時間内に到着 帰り＝受診後遅くとも17:00までに帰着

○ 沿線の交通結節点から各医療機関への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ また、沿線に所在する拠点（上田病院、上田花園病院、丸子中央病院、鹿教湯病院）について、圏域内各地区から行き・
帰りともに所定時間内に接続可能（詳細は「行ける・行けない表」の各病院の列を参照）

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

【大】…大屋駅
【田】…田中駅
【丸】…丸子駅

丸子駅方面から 下秋和車庫方面から

行き 帰り

判定

行き 帰り

判定丸子駅
発

拠点
到着

拠点
出発

丸子駅
着

下秋和
車庫発

拠点
到着

拠点
出発

下秋和
車庫着

信州上田医療センター
（信州上田医療センター線【上】）

7:20 8:28 12:00 13:42 ○ 7:41 8:28 13:00 13:25 ○

鹿教湯病院（乗継なし） 8:16 8:43 15:01 15:30 ○ 7:17 8:43 15:01 16:25 ○

安藤病院（市街地循環バス【上】） 7:20 8:38 13:47 14:42 ○ 7:41 8:38 13:47 14:25 ○

丸子中央病院（乗継なし） 8:30 8:37 12:33 12:42 ○ 7:17 8:07 12:37 13:25 ○

柳澤病院（市街地循環バス【上】） 7:20 8:38 13:47 14:42 ○ 7:41 8:38 13:47 14:25 ○

上田病院（乗継なし） 7:55 8:36 12:55 13:42 ○ 7:41 8:10 13:11 13:25 ○

塩田病院（別所線【上】） 7:20 8:41 12:43 14:42 ○ 7:41 8:41 12:43 13:25 ○

上田花園病院（乗継なし） 7:55 8:40 12:49 13:42 ○ 7:41 8:04 13:15 13:25 ○

東御市民病院（注１）
（しなの鉄道【大】、デマンド交通【田】）

7:20 8:17 12:55 14:42 ○ 7:41 8:17 12:55 13:25 ○

国保依田窪病院
（長久保線【丸】又はデマンド交通【丸】）

9:05 9:22 13:00
13:20
（注２）

○ 7:41 9:22 13:00 14:25 ○

※時刻の記載が太字のものは、行程の一部または全部にデマンド交通の利用を含む
注１…東御市民病院に接続するデマンド交通「とうみレッツ号」は土日祝運休であるが、東御市民病院は土日祝休診のため支障なし
注２…国保依田窪病院から丸子駅までは長和町デマンド交通「ながわごん」のみで接続できるため推定の到着時刻を記載
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上田地域における幹線について（鹿教湯線）

◇通学：登校＝各高校の始業前に到着
下校＝各高校の終業時間後ほどなく（16:00～17:00）及び課外活動後（17:00～18:30）の
複数の便があり、各地区（小学校区単位）へ帰着可能

○ 沿線の交通結節点から各高校への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ また、沿線の拠点（上田高校、上田染谷丘高校、上田東高校及び丸子修学館高校）について、圏域内各地区から行き・
帰りともに所定時間内に接続可能（詳細は「行ける・行けない表」の各高校の列を参照）

◇観光：円滑な乗継ができるダイヤ設定＋十分な滞在時間が確保できる

路線沿線には地域拠点である「鹿教湯温泉」（鹿教湯温泉バス停）が所在する。
上田駅方面へ行きは６便、帰りは８便（土日祝）あり、十分な滞在時間を確保できると考えるが、円滑な乗継ができるダイ

ヤ設定等、今後別途検証する。

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

【大】…大屋駅

丸子駅方面から 下秋和車庫方面（青木線の利用（下線）も含む）から

行き 帰り

判定

行き 帰り

判定丸子駅
発

拠点
到着

拠点
出発

丸子駅
着

下秋和
車庫発

拠点
到着

拠点
出発

下秋和
車庫着

上田千曲高校（乗継なし） 7:20 7:59
16:30
18:47

17:12
19:29

○ 7:27 7:54
16:39
19:11

16:55
19:25

○

上田高校（乗継なし） 7:20 8:01
16:25
18:42

17:12
19:29

○ 7:41 7:53
16:41
19:11

16:55
19:25

○

上田染谷丘高校（乗継なし） 7:20 8:03
16:22
18:39

17:12
19:29

○ 7:41 7:50
16:43
18:43

16:55
18:55

○

上田東高校（乗継なし） 7:20 7:59
16:30
18:47

17:12
19:29

○ 7:41 7:58
16:41
19:11

16:55
19:25

○

丸子修学館高校（乗継なし） 8:30 8:33
16:38
19:25

16:42

19:29
○ 7:41 8:31

16:33
19:43

17:25
20:35

○

上田西高校
（しなの鉄道【上】、【大】）

7:20 8:39
16:25
19:20

17:42
20:42

○ (自転車のみで到達可能) -

東御清翔高校
（しなの鉄道【上】、【大】）

7:20 8:17
16:09
19:03

17:12
20:42

○ 7:41 8:17
16:42
19:38

17:25
20:35

○
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上田地域における幹線について（鹿教湯線）

２ 利用状況・実態を鑑みて適切な路線となっているか

◇現行路線の起点、経由地、終点が妥当か

起点は千曲バスの車両基地であり地域拠点でもある「下秋和車庫」であり、圏域拠点である上田駅のほか、地域拠点である
大屋駅、丸子中央病院、丸子駅、鹿教湯温泉を経由後、車両基地である「鹿教湯車庫」までを結ぶ路線となっており妥当
また、上田市及び青木村において、令和７年９月に地域公共交通利便増進実施計画を策定した際に運行ルートの確認を行っ

ており、利用実態に即したルートとなっている。

◇運行ダイヤ、便数、運行形態や車両のサイズが適切か

【運行ダイヤ・便数】
・通院・・・品質が保証されており妥当
・通学・・・品質が保証されており妥当
※ 上田市・青木村地域公共交通利便増進実施計画の策定に際し、上田駅～丸子駅間の平日日中１時間間隔でのパターンダ
イヤ化を実施したほか、上田駅発20時台の便を設定した。

【運行形態・車両のサイズ】
当該路線の平均乗車密度（令和６年度）は6.3人である。
千曲バスによる乗降人数の調査では、１日の最大乗車人数が58人（平日）となっており、また朝夕を中心に概ね20～30人

程度乗車している状況である。
現在大型バス（79人乗り）及び中型バス（59人乗り）を時間帯に応じ使い分けて運行されており、適切である。

◇複数の事業者が類似の路線を走行していないか
◇幹線同士又は幹線と準幹線や支線の一部が重複していないか

上田駅～房山間において千曲バスのその他路線（青木線、武石線、祢津線、室賀線）及び上田バスの路線と重複している。
地域公共交通利便増進実施計画を策定した際の見直しにより、祢津線を城跡公園前を通るルートに変更したが、その他の路

線については各方面から上田市内の各高校への通学に利用されているほか、市中心部の飲食店・商業施設等が集中するエリア
を運行するルートとなっているため、いずれの路線も必要と考えられる。
また、上田駅～大屋駅及び丸子駅間において久保林線（上田バス）及び和田峠北線（JRバス関東）と重複している。
同計画策定の際に、久保林線を市街地の多くの商業施設を経由するルートに変更したが、その他の路線については各方面か

ら上田市内の各高校への通学に利用されており、いずれの路線も必要と考えられる。さらに、代替ルートがないため、ルート
変更は困難である。

３ 路線同士が競合していないか
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令和７年10月１日現在

路線の検証結果

【上田バス】
・菅平高原線
・真田線
・真田自治センター入口線（傍陽線）
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上田地域における幹線について（菅平高原線、真田線、真田自治センター入口線（傍陽線））

１ 通院・通学・観光における品質が保証されているか

◇通院：行き＝各医療機関の午前の受付時間内に到着 帰り＝受診後遅くとも17:00までに帰着

○ 沿線の交通結節点から各医療機関への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ なお、沿線には上田病院が所在するが、菅平高原線、真田線、真田自治センター入口線の沿線以外の各地区から本路
線を利用しての通院は想定されない。（詳細は「行ける・行けない表」の上田病院の列を参照）

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

【田】…田中駅
【丸】…丸子駅

真田自治センター入口から

行き 帰り

判定真田自治C入口
発

拠点到着 拠点出発
真田自治C入口

着

信州上田医療センター
（信州上田医療センター線【上】）

7:45 8:28 12:00 12:53 ○

鹿教湯病院（鹿教湯線【上】） 6:45 8:43 11:01 12:53 ○

安藤病院（市街地循環バス【上】） 7:45 8:38 13:47 14:24 ○

丸子中央病院（鹿教湯線【上】） 6:45 8:07 12:37 13:53 ○

柳澤病院（市街地循環バス【上】） 7:45 8:38 13:47 14:24 ○

上田病院（乗継なし） 7:45 8:10 12:30 12:53 ○

塩田病院（別所線【上】） 6:25 8:41 12:43 13:53 ○

上田花園病院（青木線又は鹿教湯線【上】） 7:45 8:40 12:49 13:28 ○

東御市民病院（注１）
（しなの鉄道【上】+デマンド交通【田】）

7:30 8:17 12:55 13:53 ○

国保依田窪病院
（長久保線【上】又は鹿教湯線【上】+デマンド交通【丸】）

7:45 9:22 13:30 14:58 ○

※時刻の記載が太字のものは、行程の一部にデマンド交通の利用を含む
注１…東御市民病院に接続するデマンド交通「とうみレッツ号」は土日祝運休であるが、東御市民病院は土日祝休診のため支障なし
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上田地域における幹線について（菅平高原線、真田線、真田自治センター入口線（傍陽線））

◇通学：登校＝各高校の始業前に到着
下校＝各高校の終業時間後ほどなく（16:00～17:00）及び課外活動後（17:00～18:30）の
複数の便があり、各地区（小学校区単位）へ帰着可能

○ 沿線の交通結節点から各高校への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ なお、沿線には上田高校、上田染谷丘高校、上田東高校が所在するが、菅平高原線、真田線、真田自治センター入口線の
沿線以外の各地区から本路線を利用しての通学は想定されない。（詳細は「行ける・行けない表」の各高校の列を参照）

◇観光：円滑な乗継ができるダイヤ設定＋十分な滞在時間が確保できる

路線沿線には地域拠点である「菅平高原（国際リゾートセンター）」（菅平高原アリーナ停留所）が所在する。
上田駅方面へ行きは13便、帰りは11便（日祝、季節運行便含む）あり、十分な滞在時間を確保できると考えるが、円滑な

乗継ができるダイヤ設定等、今後別途検証する。

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

真田自治センター入口から

行き 帰り

判定真田自治C
発

拠点到着 拠点出発
真田自治C

着

上田千曲高校（乗継なし） 7:45 8:10
15:50
18:00

16:13
18:28

○

上田高校（乗継なし） 7:45 8:10
16:20
19:30

16:48
19:58

○

上田染谷丘高校（乗継なし） 8:15 8:27
15:58
18:08

16:13
18:28

○

上田東高校（乗継なし） 7:45 8:10
16:20
19:30

16:48
19:58

○

丸子修学館高校（鹿教湯線【上】） 7:20 8:31
16:33
19:43

17:58
20:58

○

上田西高校（しなの鉄道【上】） 7:45 8:39
16:25
19:20

17:08
19:58

○

東御清翔高校（しなの鉄道【上】） 7:30 8:17
16:09
19:03

17:08
19:58

○
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上田地域における幹線について（菅平高原線、真田線、真田自治センター入口線（傍陽線））

２ 利用状況・実態を鑑みて適切な路線となっているか

◇現行路線の起点、経由地、終点が妥当か

３路線とも起点は圏域拠点である上田駅であり、地域拠点である真田自治センター入口を経由して各地区に向かうルートと
なっており妥当
※ 上田市・青木村地域公共交通利便増進実施計画の策定の際、菅平高原内の折り返し重複区間の解消、観光客が集中する
裏太郎エリアへの延伸、停留所の集約等を実施し、利用実態に即したルートとなっている。

◇運行ダイヤ、便数、運行形態や車両のサイズが適切か

【運行ダイヤ・便数】
・通院・・・品質が保証されており妥当
・通学・・・品質が保証されており妥当
※ 上田市・青木村地域公共交通利便増進実施計画の策定に際し、上田駅～真田自治センター入口間の平日日中30分間隔で
のパターンダイヤ化のほか、臨時便の通年化を合わせた１日４便の増便、菅平高原からの始発時刻の最適化を実施。

【運行形態・車両のサイズ】
当該路線の平均乗車密度（令和６年度）は菅平高原線が7.1人、真田線及び真田自治センター入口線は約4人である。
上田バスによる乗降人数の調査では、調査日（菅平高原線、平日）の最大乗車人数が38人となっており、また朝夕を中心に

概ね15～25人程度乗車している状況である。
現在菅平高原線は大型バス（74人乗り）、真田線及び真田自治センター入口線は中型バス（56人乗り）で運行されており、

適切である。

◇複数の事業者が類似の路線を走行していないか
◇幹線同士又は幹線と準幹線や支線の一部が重複していないか

上田駅～房山間において千曲バスの路線（青木線、鹿教湯線、武石線、祢津線、室賀線）と重複している。
地域公共交通利便増進実施計画を策定した際の見直しにより、祢津線を城跡公園前を通るルートに変更したが、その他の路

線については各方面から上田市内の各高校への通学に利用されているほか、市中心部の飲食店・商業施設等が集中するエリア
を運行するルートとなっているため、いずれの路線も必要と考えられる。

３ 路線同士が競合していないか
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路線の検証結果

【ジェイアールバス関東】
・和田峠北線（長久保線）

令和７年10月１日現在
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上田地域における幹線について（和田峠北線（長久保線））

１ 通院・通学・観光における品質が保証されているか

◇通院：行き＝各医療機関の午前の受付時間内に到着 帰り＝受診後遅くとも17:00までに帰着

○ 沿線の交通結節点から各医療機関への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ また、沿線に所在する拠点（国保依田窪病院）について、圏域内各地区から行き・帰りともに所定時間内に接続可能
（詳細は「行ける・行けない表」の「国保依田窪病院」の列を参照）

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

【丸】…丸子駅
【大】…大屋駅

長和町役場（長窪古町停）から

行き 帰り

判定
長窪古町発 拠点到着 拠点出発

丸子駅着
（注２）

信州上田医療センター
（鹿教湯線【丸】、信州上田医療センター線【上】）

6:53 8:28 13:00 14:42 ○

鹿教湯病院（鹿教湯線【丸】） 6:53 8:43 11:01 15:30 ○

安藤病院（デマンド交通【丸】、市街地循環バス【上】） 6:53 8:37 13:47 14:42 ○

丸子中央病院（デマンド交通のみ） （随時） (随時) （随時） （随時） ○

柳澤病院（デマンド交通【丸】、市街地循環バス【上】） 6:53 8:37 13:47 14:42 ○

上田病院（デマンド交通【丸】、鹿教湯線【丸】） 6:53 7:42 12:30 13:42 ○

塩田病院
（鹿教湯線【丸】、デマンド交通【丸】、別所線【上】）

6:53 8:41 12:43 14:42 ○

上田花園病院
（デマンド交通【丸】、青木線又は鹿教湯線【上】）

6:53 8:40 12:49 13:42 ○

東御市民病院（注1）
（しなの鉄道【大】、デマンド交通【丸】）

6:53 8:17 12:55 13:42 ○

国保依田窪病院（デマンド交通のみ） （随時） (随時) （随時） （随時） ○

※時刻の記載が太字のものは、行程にデマンド交通の利用を含む
注１…東御市民病院に接続するデマンド交通「とうみレッツ号」は土日祝運休であるが、東御市民病院は土日祝休診のため支障なし
注２…丸子駅からはデマンド交通を利用して帰宅することを想定しているため、丸子駅への到着時刻を記載
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上田地域における幹線について（和田峠北線（長久保線））

◇通学：登校＝各高校の始業前に到着
下校＝各高校の終業時間後ほどなく（16:00～17:00）及び課外活動後（17:00～18:30）の
複数の便があり、各地区（小学校区単位）へ帰着可能

○ 沿線の交通結節点から各高校への接続状況は以下のとおりであり、品質が保証されている

○ なお、沿線には上田高校、上田染谷丘高校、上田東高校及び丸子修学館高校が所在するが、和田峠北線の沿線以外の各
地区から本路線を利用しての通学は想定されない。（詳細は「行ける・行けない表」の各高校の列を参照）

◇観光：円滑な乗継ができるダイヤ設定＋十分な滞在時間が確保できる

路線沿線に地域拠点である観光地なし

拠点名
（乗継路線名【乗継拠点】）
拠点の凡例：【上】…上田駅

【大】…大屋駅

長和町役場（長窪古町停）から

行き 帰り
判定

長窪古町発 拠点到着 拠点出発 長窪古町着

上田千曲高校（乗継なし） 6:53 7:42
16:30
19:35

17:24
20:17

○

上田高校（乗継なし） 6:53 7:42
16:30
19:35

17:24
20:17

○

上田染谷丘高校（真田自治センター入口線【上】） 6:53 8:03
16:02
18:27

17:24
20:17

○

上田東高校（乗継なし） 6:53 7:42
16:30
19:35

17:24
20:17

○

丸子修学館高校（乗継なし） 6:53 7:08
17:06
20:02

17:58
20:58

○

上田西高校（しなの鉄道【大】） 6:53 8:39
16:25
19:20

17:24
20:17

○

東御清翔高校（しなの鉄道【大】） 6:53 8:17
16:09
19:03

17:24
20:17

○
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上田地域における幹線について（和田峠北線（長久保線））

２ 利用状況・実態を鑑みて適切な路線となっているか

◇現行路線の起点、経由地、終点が妥当か

起点は圏域拠点である上田駅であり、地域拠点である大屋駅及び丸子駅を経由して和田方面及び姫木平方面に向かうルート
となっている。途中丸子地区及び長久保地区では人口の密集する旧国道沿いを通るルートとなっている。
なお、上田市・青木村地域公共交通利便増進実施計画における変更として、上田駅~丸子駅間で停留所の新設（同区間の実

質的な増便）を実施予定（令和８年４月見込み）。
また、令和６年４月に長和町及びジェイアールバス関東により長和町内のバス路線の見直しが行われ、一部の定時定路線バ

スのデマンド交通への移行等が実施されている。
以上のことから、本路線は利用実態に即したルートとなっていると考えられる。

◇運行ダイヤ、便数、運行形態や車両のサイズが適切か

【運行ダイヤ・便数】
・通院・・・品質が保証されており妥当
・通学・・・品質が保証されており妥当

【運行形態・車両のサイズ】
当該路線の平均乗車密度（令和６年度）は約3.1人である。
ジェイアールバス関東への聴き取りによると、１日の最大乗車人数が20人（平日）となっており、また朝夕を中心に概ね
15人程度乗車している状況である。
現在中型バス（座席数：24名分）で運行されており、適切である。

◇複数の事業者が類似の路線を走行していないか
◇幹線同士又は幹線と準幹線や支線の一部が重複していないか

上田駅～大屋駅及び丸子駅間において千曲バス（鹿教湯線、武石線）及び上田バス（久保林線）の路線と重複している。
地域公共交通利便増進実施計画を策定した際の見直しにより、久保林線を市街地の多くの商業施設を経由するルートに変更

したが、その他の路線については各方面から上田市内の各高校への通学に利用されており、いずれの路線も必要と考えられる。
また、代替ルートがないため、ルート変更は困難である。

３ 路線同士が競合していないか
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1 

 

2. 上田地域 

  

2-1 地域特性など 

○上田地域は長野県の東部に位置し、上田盆地内に主に市街地が形成されています。盆
地以外にも北部の真田地域や千曲川支流の依田川、武石川、内村川などに沿って居住
区が続いています。菅平高原など上田市の一部は豪雪地帯にも指定されています。  

○東側に隣接する佐久地域との流動が最も多くなっていますが、長野地域との流動も目
立ちます。南西側では松本地域・諏訪地域と、北東側では群馬県と接していますが、
これらとの流動も一定のものがあります。  

○圏域の中心地である上田市中心市街地に公共施設、商業施設、病院、高等学校などが
多く立地しているほか、上田市域南部に位置する丸子地域中心部にもまとまった市街
地があり、公共施設等が立地しています。  

○主な観光地としては、別所温泉、鹿教湯温泉、田沢温泉など温泉資源が豊富なほか、
菅平高原、湯の丸高原、美ヶ原高原などの高原エリアもあり、首都圏などから多くの
観光客が訪れています。 

2-2 地域公共交通の概況 

○北陸新幹線が地域の南東から北西に向けて走っており、首都圏と北陸地域を結んでい
ます。上田駅から東京駅までは  最短で 80 分程度とアクセスが良好です。  

○新幹線の並行在来線として第三セクターのしなの鉄道が運行しており、軽井沢駅から
篠ノ井駅間を結んでいます。篠ノ井駅で JR 信越本線、JR 篠ノ井線に接続していま
す。また、上田駅からは上田電鉄別所線が別所温泉駅まで運行しています。  

○路線バスについては、地域間幹線系統として千曲バスの青木線、鹿教湯線の２路線、
上田バスの真田線、真田自治センター入り口線、菅平高原線の３路線、計５路線が運
行されており、これは長野地域に次ぐ規模となっています。  

○その他に、市町村界を跨ぐ路線として、事業者運営の路線バスが４本、市町村が運営
に関与するコミュニティ路線が２路線あります。  

○定時定路線バスと並んで、各市町村ではデマンド交通により地域住民の移動を確保す
る取組も進んでいます。  

○上田市及び青木村では、令和７年９月に「上田市・青木村地域公共交通利便増進実施
計画」を策定し、地域公共交通ネットワークの再編（折り返し重複区間の解消や地域
ニーズ、おでかけ需要を反映したルート変更、増便やパターンダイヤ化による利用し
やすいダイヤ設定など路線の品質の向上）、交通事業者の経営基盤強化（運行協定支
援事業の創設など）により、地域公共交通の利便性及び持続可能性の向上を図ってい
ます。  

2-3 地域公共交通の課題 

○地域の日常生活においては、上田市中心市街地へのアクセス、あるいはしなの鉄道の
各駅への接続が担保されていることが非常に重要となります。これにより、佐久・小
諸方面や長野方面など地域外への移動にも対応できます。  

○上田地域内の各地域から上田市中心市街地あるいはしなの鉄道各駅へのアクセスは、
上田電鉄及びバス事業者による路線バスにより概ね確保されていますが、地域間幹線
系統のバス路線と比較すると、長和町から上田市中心市街地を結ぶ和田峠北線（長久
保線）は運行本数が少ない状況です。  

○上田市中心市街地から圏域の南部方面に運行するバス路線の多くが、上田市の丸子地
域を経由していることから、丸子駅を拠点として、交通事業者の協力・連携を研究す
ることで、ネットワークとしての効率性が高まることも考えられます。  

○主要観光地へのアクセスについては、別所温泉、鹿教湯温泉、菅平高原などは鉄道や
路線バスで確保されていますが、地域内には二次交通によるアクセスに課題のある観
光地もみられます。  

○バス路線を今後も安定的に維持するため、地域間幹線系統補助を活用したいものの、
現状では補助要件を満たすのに課題のある路線もみられます。  

 
 

資料２ 

上田地域編更新案 
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No. 路線種別  
運行事業者  

（委託先）  
路線名  

路線  

距離  

(km) 

運行便数  

(往復数) 

利用者数  

(輸送人員) 
収支率  

国庫申請額  

（千円）  

1 
事業者路線  

（地域間幹線系統）  

千曲バス 
青木線  16.4 11.2 144,376 36.4% 14,256.5 

鹿教湯線  17.8 8.2 143,681 43.7% 11,188.0 

上田バス 

真田線  12.2 6.5 27,866 21.1% 1,953.0 

真田自治センター 

入り口線  
10.5 8.3 35,058 25.9% 10,216.5 

菅平高原線  29.8 7.4 81,703 29.3% 17,974.0 

6 

事業者路線  

（その他一般路線）  

上田バス 西丸子線  12.4 6.5 34,718 44.3％   

7 JR バス関東  和田峠北線（長久保線）  12.0 5.0 30,555 18.3％   

8 
東信観光バス 

中仙道線（上田方面）  13.4 9.5 10,152 21.2％   

9 丸子線  11.9 5.5 5,323 20.2％   

10 コミュニティ路線  

（廃止代替含む）  

しげのマツバ 

タクシー 
久保通線  14.8 4.0 2,279 7.3％   

11 信州観光バス 坂城町営循環バス 20.6 12.0 245 0.6%  

 

 

 

 

 

  

市町村界を跨ぐバス路線の状況 
令和 5 年 10 月 1 日現在  
（データの年次は令和 4 年度のもの。ただし地域間幹線系統の国
庫補助額は令和 6 年度申請のもの）  

 ※コミュニティ路線＝令和 4 年 10 月 1 日現在の 

11)坂城町営循環バス

5)菅平高原線

2)鹿教湯線

7)和田峠北線

8)中仙道線
（上田方面）

3)真田線

4)真田自治センター入り口線

1)青木線

9)丸子線

10)久保通線

6)西丸子線

凡 例

ＪＲ線

鉄道駅

新幹線

三セク・私鉄

市町村役場

病院

大規模商業施設

高等学校・大学
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2-4 拠点と軸の設定 

 

区分  名称  凡例  位置づけ 具体的な路線・拠点  

拠
点 

① 広域拠点   
○三大都市圏などと直接アクセ
ス可能な交通結節点  

上田市  ・上田駅  

② 圏域拠点   
○圏域の中心市町の交通結
節点  

③ 地域拠点   
○各市町村中心部の交通結

節点  
○中核的な医療機関、高校、
主要な観光地  

上田市  ・大屋駅  

・丸子駅  
・真田自治センター入口  
・下秋和車庫  

・信州上田医療センター 
・鹿教湯病院  
・安藤病院  

・丸子中央病院  
・柳澤病院  
・上田病院  

・塩田病院  
・上田花園病院  
・上田千曲高校  

・上田高校  
・上田染谷丘高校  
・上田東高校  

・丸子修学館高校  
・上田西高校  
・上田城跡  

・菅平高原（国際リゾートセンター）  
・美ヶ原高原（道の駅美ヶ原高原）  
・別所温泉  

東御市  ・田中駅  
・東御市民病院  

・東御清翔高校  
・湯ノ丸高原  
・道の駅雷電くるみの里  

長和町  ・長和町役場  
・国保依田窪病院  
・美ヶ原高原（山本小屋ふる里会

館）  

青木村  ・青木バスターミナル 

・道の駅あおき 
軸
・
路
線 

【A】広域高速交

通軸  
 

三大都市圏と県内の広域拠点
を接続  

鉄道  ・北陸新幹線  

【B】主要幹線   
隣接県と県内や県内の広域拠

点を接続  

鉄道  ・しなの鉄道線  

【C】幹線   
圏域拠点と周辺の市町村の地
域拠点を接続  

鉄道  
バス 

・上田電鉄別所線  
・青木線  

・和田峠北線（長久保線）  

【C】幹線  

（同一市町村

内地域間幹

線）  

圏域拠点と地域拠点を接続す

る路線のうち、国補助の適用を
受ける路線（地域間幹線）
※信州型適用外  

バス ・鹿教湯線  

・菅平高原線  
・真田線  
・真田自治センター入口線（傍陽線）  

【D】準幹線   
地域拠点と地域拠点を接続  バス ・中仙道線  

・丸子線  

・久保通線  

【E】支線  

 

 
地域拠点と目的施設を接続  バス 

 

・信州上田医療センター線  

・豊殿線  
・塩田線  
・西丸子線  

・武石線  
・祢津線  
・上田市街地循環バス 

・祢津・滋野線  
・和線  
・各市町村のデマンド交通  
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2-5 保証すべき品質 

○上田地域では、圏域内の各地区（小学校区単位）から、公共交通等（乗継含む）を利
用して通院・通学それぞれの地域拠点に接続できることを保証すべき移動とします。  

○通院については、圏域内の各地区（小学校区単位）から、圏域内の中核的な医療機関
（上記 2-4 に掲げる医療機関）の午前の受付時間内に到着でき、受診後遅くとも午後
５時までに帰宅できることを保証すべき品質とします。  

○また、通学については、圏域内の各地区（小学校区単位）から圏域内の高校（上記 2-
4 に掲げる高校）の始業前に登校でき、下校時は終業後ほどなく及び課外活動終了後
を想定した複数の便があることを保証すべき品質とします。  

○以上の品質保証のため、圏域内の軸・路線を種別ごとに以下のとおり位置づけ、必要
な水準を設定します。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種別 
品質保証の基本的な考え方（位置づけ） 設定する水準 

通院 通学 観光 運行日 運行 
時間帯 

【B】 
主要 
幹線 

圏域外の広域拠点と上
田圏域を結ぶ路線であ

る。圏域内では主に上
田駅と上田市及び東御
市内の交通結節点との

移動を担う。 

圏域外の広域拠点と上
田圏域を結ぶ路線であ

る。圏域内では主に上
田駅と上田市及び東御
市内の交通結節点との

移動を担う。 

※令和８年度以降に設
定予定  

平日・土休日とも 
（休日については

減便・運休を想
定）  
 

概ね 
6～20 時  

【C】 
幹線 
 

圏域拠点と市町村界
（又は旧市町村界）を

跨いだ地域拠点を結ぶ
路線であり、沿線の中核
的な医療機関や【E】支

線等への乗り継ぎにより、
その他の医療機関への
移動を担う。 

圏域拠点と市町村界
（又は旧市町村界）を

跨いだ地域拠点を結ぶ
路線であり、沿線の高校
や【B】主要幹線等への

乗り継ぎにより、その他の
高校への移動を担う。 

平日・土休日とも 
（休日については

減便・運休を想
定）  
 

概ね 
6～20 時  

【D】 
準幹線 
 

市町村界を跨いで地域
拠点同士を結ぶ路線で
あり、主に【B】主要幹線

又は【C】幹線に接続す
る交通結節点への移動
を担う。 

市町村界を跨いで地域
拠点同士を結ぶ路線で
あり、主に【B】主要幹線

又は【C】幹線に接続す
る交通結節点への移動
を担う。 

平日・土休日とも 
（休日については
減便・運休を想

定）  
 

概ね 
6～18 時  

【E】 
支線 

 
 

 
 
主に圏域内の各地区

（小学校区単位）から
【B】主要幹線又は【C】
幹線に接続する交通結

節点への移動を担う。 
 

 
 

 
 
主に圏域内の各地区

（小学校区単位）から
【B】主要幹線又は【C】
幹線に接続する交通結

節点への移動を担う。 
 

 
 

 
 
平日・土休日とも 

（休日については
減便・運休を想
定）  

 

 
 

 
 
概ね 

7～18 時  

【E】支線の運行内容は各市町村において設定するものとしているが、目安を下記に掲げる。 
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2-6 品質を保証するための具体的な取組 

施策 １ 幹線の維持・確保  

施策内容 現在の市町村界で市町村をまたいで運行しており、通院・通学の品質保証に必要な

以下の２路線を C 幹線と位置付け、路線の維持・確保を図る。 

【C 幹線】  

・青木線 

・和田峠北線（長久保線） 

役割分担 ○  運行計画立案：交通事業者  

○  運行実施：交通事業者  

○  運行経費補助：国、県、市町村  

スケジュール 令和８年度  令和９年度  令和 10 年度  令和 11 年度  令和 12 年度  

維持・確保に向

けた取組の継続  

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

 

施策 ２ 通院・通学におけるサービス品質の維持  

施策内容 上田地域において、小学校区を単位とする各地区から、圏域内の通院・通学に係る各

地域拠点への移動品質が維持できるよう、年１回程度ダイヤの検証を行い、上田地域

別部会の実務分科会等で確認を行う。 

役割分担 ○  検証：県 

○  実務分科会等での確認：県、市町村、交通事業者等 

スケジュール 令和８年度  令和９年度  令和 10 年度  令和 11 年度  令和 12 年度  

ダイヤの検証 

分科会等開催 

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

 

施策 ３ 拠点の整備  

施策内容 主要な交通結節点については、待合施設において快適な滞在ができるような設備の整

備を検討していく。（デジタルサイネージや Wi-Fi 設備等） 

難しい場合は、上屋、ベンチなどの最低限の待合設備を設けるものとする。 

役割分担 ○  事業主体：県、市町村、交通事業者  

○  整備運営：市町村、交通事業者  

スケジュール 令和８年度  令和９年度  令和 10 年度  令和 11 年度  令和 12 年度  

見直し・検討  見直し・検討 設備維持管理 ⇒ ⇒ 
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施策 ４ GTFS の整備 

施策内容 圏域内のバス路線の情報を経路検索サービス等で検索できる環境が整備され、利用

者がサービスを利用しやすいよう常に最新の情報が掲載されていることを目標とする。 

未整備路線については整備をし、整備済の路線については、適宜更新し最新の情報を

提供していく。 

役割分担 ○  事業主体：市町村、交通事業者  

○  整備運営：市町村、交通事業者  

スケジュール 令和８年度  令和９年度  令和 10 年度  令和 11 年度  令和 12 年度  

見直し 

検討 

整備 

見直し、更新 

⇒ ⇒ ⇒ 
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